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マレーシアに関する情報を伝えるコーナー。日本やマレーシアでのイベント、
話題になった出来事などを WAU 編集部がカルチャーな視点でピックアップ！

　アジア１０都市が連携
して旅行者誘致を行っ
ているアジア観光促進
協議会。今年は、クア
ラルンプール市と東京
都 がうれしいコラボ！　
２月５日～３月４日まで

（一部は２月１８日まで）、
東京の地下鉄や駅構内
に、クアラルンプールの
観光ＰＲポスターがおめ
みえ。またクアラルンプールでは、東京のポスターが飾られ、ムル
デカスクエアの大スクリーンにてＰＲ映像が放映されました。
 
アジア観光促進協議会　https://welcomeasia.jp/　( 英語のみ )

　去る２月２４日、葛飾
区の国際交流事業の一
貫で、マレーシア食文
化 講 座 が 開 催。Hati 
Malaysia がレクチャーと
料理デモを担当し、３０
名を超える参加者に向け
て、マレーシアの代表料
理であるナシレマを紹介。
ココナッツミルクでご飯を
炊くという、和食にはな
い料理工程にみんな興味津々の様子。ご飯からふわっと漂うココナッツミ
ルクの香りも手伝って、マレーシアの文化を感じていただけたようです。
 
Hati Malaysia では、マレーシアについての講演、情報提供を行っています。お気軽にご相談ください。

TOYBOX OF JAPAN 2

食文化レクチャー 
「多民族国家『マレーシア』の食文化を楽しむ」

東京都とクアラルンプール市
相互観光ＰＲキャンペーン

子どもの才能を発掘する “遊びと学びのおもちゃ箱！”

Hati Malaysia 協力 東京の地下鉄にＫＬの観光ＰＲポスター

　昨年、大好評だった子ども向けの知育イベント「TOYBOX OF 
JAPAN」が、今年もクアラルンプール CUBE_1 でにぎやかに開催
中です！ 今回は 4 つのセクションがあり、内容はさらに進化。たと
えば、楽器の動きにあわせて “音を見る” 体験をしたり、自分の
描いた絵がスイスイ泳ぎだしたり。日本の最先端テクノロジーを使
い、子ども自身が主体的に考え、自然に学びたくなる工夫が随所
に凝らされています。また、昔懐かしいトントン紙相撲や伝統コマ
など、日本のおもちゃ作りを体験するコーナーもあり、子どもだけ
でなく大人も楽しめます。遊びながら学んでいく現代ならではの体
験型コンテンツ。子どもの好奇心や発想力を引きだすだけでなく、
忘れられない思い出になること間違いなし！ なお、推奨年齢は 4
歳以上ですが、会場内のおもちゃは 2 歳～ 12 歳までの子どもが
遊べるようになっているので、家族そろって TOYBOX OF JAPAN
の世界に触れてみてはいかがでしょう。

「TOYBOX OF JAPAN 2」
■会期：開催中～ 2018 年 4 月 22 日（日）　■開館時間：11:00 ～ 21:00（最終入場は 20:30 まで）　■入場料：子ども（2 歳以上～ 12 歳以下）：RM25　大人（13 歳以上）：RM10
※子どもに同伴の保護者家族は、人数に関わらず RM10　※ 12 歳以下は必ず保護者同伴の上、ご入場ください。推奨年齢：4 歳以上

場所：「CUBE_1」
3F THE CUBE, ISETAN The Japan Store Kuala Lumpur, 
LOT10, 50 Jalan Sultan Ismail 50250 Kuala Lumpur, Malaysia.
http://www.cube1kl.com
Facebook：Cube1kl　Instagram：cube1kl

Event @Malaysia

Report  
@Japan

Report  
@Japan
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文・ 上原亜季 Aki Uehara(Mutiara Arts Production)      写真・ Oh Chin Eng

　

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
味
。
あ
の
通
り
の

一
角
に
ま
だ
あ
の
お
じ
さ
ん
は
い
る
だ
ろ

う
か
。
一
度
そ
の
町
を
離
れ
て
も
、
ま
た

戻
っ
て
き
た
く
な
る
味
が
あ
り
ま
す
。

　

中
華
寺
院
の
前
で
ニ
ョ
ニ
ャ
・
ク
エ
（
お

菓
子
）
を
売
る
麦
わ
ら
帽
子
に
立
派
な

口
ひ
げ
が
印
象
的
な
お
じ
さ
ん
。
三
輪

自
転
車
に
大
量
の
お
菓
子
を
ぶ
ら
下
げ

た
マ
レ
ー
シ
ア
版
駄
菓
子
屋
さ
ん
は
、
行

く
先
々
で
子
供
達
に
囲
ま
れ
ま
す
。
大

き
な
鍋
に
ぐ
つ
ぐ
つ
と
何
か
を
煮
込
み
な

が
ら
、
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
女
性
は
、

特
製
ス
パ
イ
ス
の
量
を
好
み
で
調
整
し
て

持
ち
帰
る
麺
料
理
屋
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
ペ
ナ
ン
島
で
は
街
角
で
食
べ
物
を
売
る

人
々
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
何
を
売
っ
て

い
る
の
か
尋
ね
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
か
ら
会
話
が
う
ま
れ
、
売
ら
れ
て

い
る
物
に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
、
彼
ら
が
も

う
何
十
年
も
そ
の
場
所
で
街
の
変
化
を

感
じ
な
が
ら
行
き
交
う
人
々
を
見
つ
め
、

変
わ
ら
ず
物
売
り
を
し
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
様
々
な

人
間
模
様
が
折
り
重
な
る
街
角
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
て
、
面
白
い
。

声
を
か
け
る
と
、
ま
た
こ
の
町
が
好
き
に

な
り
そ
う
で
す
。

街角で出会う人 の々営み
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若
者
た
ち
と
、
時
代
に
あ
っ
た
伝
統
芸
能
の
新
た
な
形
を
探
る

統
文
化
や
芸
能
は
民
族
ご
と
に
あ
ま
り
交
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
生
が
手
掛

け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
シ
ア
タ
ー
」
で
は
、

マ
レ
ー
系
、
中
国
系
、
イ
ン
ド
系
、
宗
教
も

違
う
子
供
た
ち
が
互
い
の
文
化
を
学
び
、
現
代

の
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
を
反
映
し
な
が
ら
多
言
語

で
作
品
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
作
品
は
決
し
て
学
芸
会
的
な
も
の
で
は
な
く
、

芸
能
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
完
成
度
の
高
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
芸
能
を
残
し
て
い

く
上
で
、
な
ぜ
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
た
若
者
た
ち
が
共
に
学
び
、
新
た
に
作
品

を
創
造
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
シ
ア
タ
ー

に
着
目
し
た
の
で
す
か
？

　
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
・
シ
ア
タ
ー
は
、
多
民
族

の
子
供
た
ち
、
そ
し
て
伝
統
芸
能
の
演
者
た

ち
に
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
芸
能
を
継
承

す
る
た
め
の
「
力
」
を
与
え
る
手
段
と
な
り

得
ま
す
。
継
承
者
か
ら
直
接
実
践
的
に
学
ん

だ
り
、
新
た
な
作
品
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

若
者
た
ち
に
も
当
事
者
意
識
が
芽
生
え
ま

す
。
伝
統
芸
能
の
演
者
た
ち
も
若
者
が
学

び
に
来
る
こ
と
を
と
て
も
喜
び
ま
す
。
寺
院

で
の
神
々
に
捧
げ
る
上
演
の
ほ
か
に
、
様
々

な
フェス
ティバ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
で
演
者
た
ち
の
社
会
的
な
立
場
も
改
善

さ
れ
ま
す
。
寺
廟
か
ら
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
の
よ

り
開
か
れ
た
場
に
上
演
の
場
を
移
す
こ
と
で
、

多
様
な
民
族
、
ま
た
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々

が
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
芸
能
に
触
れ
る
機
会

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

——

今
回
来
日
し
た
オ
ン
バ
ッ
・
ポ
テ
ヒ
の
新

し
い
作
品
「
ペ
ナ
ン
島
の
物
語
」
で
は
、
ペ
ナ

ン
島
住
民
が
登
場
人
物
と
な
り
ロ
ー
カ
ル
の

様
々
な
言
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
伝

マレーシアでは、中国、インド、

中東、アフリカと世界各地の影響

を受けながら多様な伝統芸能が発

展してきましたが、なかには時代

の変化のなかで上演の機会が限ら

れ継承者が育たない芸能もありま

す。2014年からマレーシアの人

形劇「布袋戯〈ポテヒ〉」の詳細

な調査を行い、現代の社会にあわ

せて若者たちとこの伝統芸能を復

活させ、昨秋、若者のグループ〈オ

ンバッ・ポテヒ〉とともに来日し

た、マレーシアを代表する民族音

楽学者、タン・スイベン教授にお

話しを聞きました。

取材／文 ／写真：上原亜季 Aki Uehara (Mutiara Arts Production)　表紙写真提供：Prof. Tan Sooi Beng　取材協力：藝文化（Gei Boon Hua）

統
芸
能
を
保
存
継
承
し
、
現
代
社
会
に
あ
わ

せ
て
新
た
な
作
品
を
創
作
す
る
際
に
大
切
な

要
素
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
様
々
な
民
族
の
老
若
男
女
、
多
様
な
社

会
的
背
景
を
も
っ
た
観
客
を
魅
了
す
る
作

品
を
新
し
く
創
作
す
る
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
①
多
民
族
社
会
を
舞
台
に
し
、
②
様
々

な
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
多
民
族
の
登

場
人
物
が
、
③
実
社
会
で
使
用
さ
れ
て
い

る
多
様
な
言
語
を
話
し
、
④
マ
レ
ー
、
中

国
、
イ
ン
ド
、
西
洋
な
ど
の
影
響
を
受
け

た
現
代
の
音
楽
を
取
り
込
み
つ
つ
も
、
⑤

伝
統
的
な
人
形
の
操
り
方
、
音
楽
的
要
素
、

楽
器
や
台
詞
な
ど
を
守
り
な
が
ら
、
⑥
公

の
場
で
多
民
族
の
観
客
に
対
し
て
上
演
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
そ
の
芸
能

の
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
要
素
を

守
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
何
で
も
変
え
て
し

タン・スイベン教授 

Prof. Tan Sooi Beng  
民族音楽学者 / マレーシア科学大学アートスクール教授
Ethnomusicologist / Professor, Universiti Sains Malaysia
マレーシア国内の様々な伝統芸能の調査研究のほか、
多民族・多文化の背景を持つ子供たちを対象に、コミュ
ニティー・アート／シアターを手段としてアートを通し
た教育を主導する。主な著書に Bangsawan: A Social 
and Stylistic History of Popular Malay Opera (Oxford 
University Press, 1993), Music of Malaysia: Classical, 
Folk and Syncretic Traditions( 共著 ) (Ashgate Press, 
2004) など。

「ペナン島の物語」に登場するカッシムの人形とともに

ま
っ
た
ら
、ポ
テ
ヒ
は
ポ
テ
ヒ
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

——

ポ
テ
ヒ
の
復
興
に
は
今
後
ど
の
よ
う
な

展
開
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

　
現
在
は
、
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

他
の
人
形
芝
居
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
他

の
芸
能
の
復
活
の
様
々
な
手
法
を
学
ん
だ

り
、
他
の
人
形
芝
居
と
共
同
で
新
し
い
作

品
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
学
べ
る
こ
と
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ペ
ナ
ン
島

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
るGeorge Tow

n 
Festival

※
2 

を
通
し
て
や
り
始
め
て
い
ま
す
。

海
外
の
グ
ル
ー
プ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション
を
通

し
て
触
れ
合
い
、
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
新

た
な
上
演
の
ア
イ
デ
ア
を
得
ら
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
海
外
の
人
々
も
若
者
た
ち
の
伝

統
芸
能
に
対
す
る
情
熱
に
関
心
が
あ
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
に
若
い
演
者
た
ち
は
喜
び
を
覚

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験

が
伝
統
芸
能
に
対
す
る
長
期
的
な
関
心
を

生
み
、
ひ
い
て
は
継
承
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

 

※
1　

Anak-Anak Kota　
マ
レ
ー
語
で
「
町
の
子
供
た
ち
」。
ペ
ナ

ン
島
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
文
化
・
遺
産
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
民

族
、
宗
教
の
違
い
を
超
え
子
供
た
ち
が
地
域
住
民
か
ら
様
々
な
こ
と
を

実
践
的
に
学
び
、
交
流
し
、
ア
ー
ト
作
品
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
シ
ア
タ
ー

な
ど
の
形
で
表
現
を
す
る
。（arts-ED

主
催
）

 

※
2　

G
eorge Tow

n Festival

は
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
７
月
、
ペ

ナ
ン
島
・
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
に
て
１
カ
月
間
に
わ
た
り
舞
台
芸
術
を
中
心

に
、
地
元
の
文
化
、
歴
史
に
も
焦
点
を
当
て
た
多
数
の
作
品
が
展
開
さ

れ
る
芸
術
祭
。

——

タ
ン
先
生
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
て
き
た

調
査
や
若
者
た
ち
と
の
活
動
に
つ
い
て
簡
単

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
多
民
族
の
子
供
た
ち
が
共
に
活
動

し
、
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
多
様

な
伝
統
芸
能
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を 

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
詳
細
に
わ
た
る

調
査
は
と
て
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
伝
統
芸
能
は
復
活
し
ま
せ
ん
。
若
者

た
ち
は
そ
の
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
い
く
よ

う
、
き
ち
ん
と
訓
練
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
はAnak-Anak 

Kota

※
1 (

後
のO
m

bak M
uda)

の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「M

usic of Sound

」
の
中

で
い
く
つ
か
の
方
法
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

——

マ
レ
ー
シ
ア
は
多
民
族
社
会
で
す
が
、
伝

N
ew

 Creation of Traditional Arts Adapting to the Tim
es w

ith Young People

WAU Interview
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若
者
た
ち
の
手
で
甦
っ
た
ポ
テ
ヒ〈
布
袋
戯
〉

《ポテヒの操り方》
片手の人差し指で人形の頭、親指と中指で左右の腕を操る。手先が動く構造
になっているため物をつかんだり、女性的な仕草を表現することもできる。

《マレーシアポテヒならではの衣装》
「ペナン島の物語」では、ニョニャ※３の女性が伝統的な衣装クバヤにバティックサロ
ンを身につけ、インド系ムスリムのカッシム（右ページ写真）がムスリムの衣装に帽子

「ソンコ」を被っているのが特徴的。

《音楽》
ポテヒの上演では、歌やメロディー楽器、打楽器の伴奏が人形の動きや登場人物
の感情、シーンの情景を表します。

《オンバッ・ポテヒ（Ombak Potehi） 》
《Ombak Ombak ARTStudio》を母体とし、人形師、音楽家などからなる若いアー
ト集団。ペナン島に現存するポテヒ・グループ「鳴玉凰 Beng Geok Hong」に師事し、
ポテヒの上演を総合的に学び、その復活を試み、新たな作品も創作している。

※３　ニョニャ (Nyonya) は、１５世紀後半からマレーシア
に渡って来た中国系男性と現地の女性との子供たちの末裔

（プラナカン）の女性の呼び名。男性は「ババ (Baba)」。

参考文献
『Potehi Glove Puppet Theatre of Penang:  

　An Evolving Heritage』
(Georgetown World Heritage Incorporated)
Tan Sooi Beng ほか著

【 

ポ
テ
ヒ
の
歴
史
】

　

中
国
系
の
楽
器
、
シ
ン
バ
ル
や
太
鼓
な

ど
の
打
楽
器
の
伴
奏
に
の
せ
て
、
色
鮮
や

か
な
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
、
全
長
30

セ
ン
チ
ほ
ど
の
人
形
が
舞
台
に
登
場
す
る

と
、
手
の
指
先
で
動
か
さ
れ
る
人
形
の
鮮

や
か
な
動
き
に
魅
了
さ
れ
、
物
語
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
中
国
南
部
・
福
建

省
泉
州
を
起
源
と
し
、
台
湾
や
東
南
ア
ジ

ア
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、
20
世
紀
初
頭
に
英
領

マ
ラ
ヤ
に
伝
わ
っ
た
「
布
袋
戯
《
ポ
テ
ヒ
》」

は
、
ペ
ナ
ン
島
で
は
主
に
中
国
寺
院
の
祭

礼
や
葬
儀
、
神
々
へ
の
奉
納
と
し
て
演
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
代
に
は
10

以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
８
０
年
代
に
は
他
の
娯
楽
の
台
頭
と

と
も
に
ポ
テ
ヒ
は
衰
退
し
、
現
存
す
る
の
は

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
み
で
す
。

　

伝
統
的
に
は
、
寺
院
な
ど
で
の
上
演
で
は

「
三
国
志
」
や
「
西
遊
記
」、「
水
滸
伝
」

な
ど
中
国
古
典
文
学
を
も
と
に
正
義
、
道

徳
、
忠
義
な
ど
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
が
好
ま

れ
た
よ
う
で
す
。
伝
統
的
な
作
品
は
、
古

典
的
な
福
建
語
で
語
ら
れ
ま
す
。

　

昨
秋
の
来
日
公
演
で
は
、古
典
「
西
遊
記
」

物
語
が
演
じ
ら
れ
、
日
本
で
も
馴
染
み
の
あ

る
三
蔵
法
師
や
孫
悟
空
、
猪
八
戒
な
ど
が

登
場
。
一
方
、
新
し
い
創
作
作
品
「
ペ
ナ
ン

島
の
物
語
（Kisah Pulau Pinang

）」
は
、

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
ペ
ナ
ン
島
を

舞
台
に
し
た
物
語
。
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た

男
性
が
現
地
の
ニ
ョニ
ャ
系
の
女
性
と
恋
に
落

ち
、
結
婚
。
イ
ン
ド
系
ム
ス
リ
ム
の
交
易
商

カ
ッ
シ
ム
と
の
関
わ
り
や
、
秘
密
結
社
の
戦

い
、
ラ
イ
オ
ン
ダ
ン
ス
、
大
旗
鼓
《
チ
ン
ゲ
イ
》、

ロ
ン
ゲ
ン
な
ど
、
ペ
ナ
ン
の
芸
能
も
登
場
。
マ

レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は
の
舞
台
設
定
、
そ
し
て

登
場
人
物
が
中
国
語
、
マ
レ
ー
語
、
英
語
な

ど
多
言
語
で
会
話
し
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の

民
謡
な
ど
馴
染
み
の
あ
る
音
楽
も
取
り
入
れ

る
な
ど
、
若
者
た
ち
を
も
惹
き
付
け
ま
す
。

Potehi, Traditional G
love Puppet Th

eatre Revitalized by the H
ands of Youths
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仕立て人

イーメイ
Ee May

マレーシア・ジョホールにて、バジュ
クロンやバジュクバヤなど女性の衣
装を 44 年間作り続けている。

日馬文化比較　Cross-Cultural Comparison: Malaysia and Japan

とは、マレー
シア人の女
性、なかで

もマレー系女性の民族衣装のひとつ。上着とスカートが
分かれたツーピースで、手首までの長袖、足くるぶしま
でのロングスカートというように、からだ全体を覆うよう
に仕立てられています。
　今回、バジュクロンのために用意した生地は、日本橋
の呉服店「辻和」で購入。女性用の浴衣生地で、幅は
約 40 センチ×長さは約 12 メートルの「反物（たんもの）」
で用意しました。
　仕立て歴 44 年のイーメイさんは「いつも 1 メートル幅
の生地で仕立てていますが、今回の日本の生地はその
3 分の 1 ぐらいしか幅がありません。これは一般的な女
性の肩幅とほぼ同じサイズ。後ろみごろを 1 枚で仕立て
るバジュクロンにとっては、ギリギリの幅でした」と語って
くれました。柄の見せ方に工夫をこらし、浴衣の生地で
作ったとは思えないほど、南国マレーシアらしい華やか
なバジュクロンに仕上がっています。

浴衣生地とは
木綿糸、麻糸、絹糸など、使
用する糸の種類や織り方で、生
地の種類は多様。また、職人
が手で染料を注いでいく「ちゅ
うせん」とよばれるものなど色
の染め方も様々。なかにはバ
ティックと同じろうけつ染めの
生地もある。

バジュクロンは、マレーシアの地方ごとにスタイルがあり、今回仕立てたのは、横のカットが直線のジョホール
タイプ。また、柄の出し方が職人の腕の見せどころで、胸元とすそに印象的に配置。2 人の職人が、柄合わ
せの調整から縫製まで、2 日間かけて作成した。

バジュクロン
海を越えて、文化が交差。マレーシア
と日本の民族衣装をお互いの国の生地
で作りました。これは、2017 年に挑戦
した WAU リニューアルのためのクラ
ウドファンディングの特典として、Hati 
Malaysia が独自に企画、制作したもの。
企画に賛同し、仕立てを担当してくれた
職人の制作現場をたずねました。

イーメイさんの娘、 
セフリンさんが試着！

お互いの民族衣装の生地で制作した 

バジュクロンと浴衣
Traditional Clothes, Baju Kurung x Yukata

WAU  No.15  Spring 2018　　｜　　6



ミシンは使わず、すべて手縫いのため、製作期間は 5 日間にも及んだ。布の裁断とヘラでの印つけは
いちばん神経をつかう部分。数ミリでも違っていると、全体の構成がくるってしまう。

仕立て人

池田千織
Chiori Ikeda

和裁の専門学校卒業後、７年間
の着 物 店 勤 務 を経て、 現 在 は 
着付師と和裁士として活動中。

文・古川音 Oto Furukawa

写真提供・池田千織、Lyonne Tan

とは、日本人女性の民族衣装で
ある着物のひとつ。上下つなぎ
の衣装で、胴回りを紐と帯で結

びます。木綿の生地が多く、着物と違って中に肌襦袢
（はだじゅばん）を着ないので、もともとは湯上りに
家で着ていたラフな衣装でした。現代では夏祭りや盆
踊りなど夏のお出かけでよく着られています。
　今回、浴衣のために用意した生地は、マラッカの
衣装店「蘭香」とデパート「マイディン」で購入。紫
は女性用、緑は男性用のサロン（腰巻布）として売
られていたものを各 3 枚用意しました。
　浴衣は、仮縫いなどの工程がなく、すべて手縫い
で行います。また「浴衣は長い一枚の反物から仕立
てるのですが、バティックは 3 枚をつなぎ合わせたの
で、柄合わせに神経をつかいました」と仕立て人の
池田さん。マレーシアの生地らしい南国の花やくり返
しの文様が、浴衣をカラフルに彩っています。

「バティック」とは
溶かしたろう（ワックス）で模様を描
き、染色した生地のこと。生地全体
にひろがるのびやかな柄が特徴で、
シルクのバティック生地は、マレー
シア伝統の象徴として、国家セレモ
ニーの衣装にも使われている。

浴衣

ク ロ ス カ ル チ ャ ー  

民族衣装
クラウドファンディング支援者
の伊能さんに贈呈！
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海水と淡水が混ざり合う汽水域に生息するマングローブ林。そのなかをカヤックは進む

生
き
も
の
と
共
存
す
る
島

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
の
国
境
に
近
い
ラ
ン

カ
ウ
イ
島
。
淡
路
島
の
３
分
の
２
の
広
さ
に
、

約
１
０
０
０
種
の
生
き
も
の
が
暮
ら
す
生
命

の
王
国
。
島
民
の
約
９
割
を
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
る
マ
レ
ー
系
民
族
が
占
め
る
た
め
、
島
い

ち
ば
ん
の
繁
華
街
で
も
、
ネ
オ
ン
が
キ
ラ
キ
ラ

し
た
夜
の
町
の
よ
う
な
喧
騒
は
な
し
。
風
が

や
さ
し
く
ほ
お
を
な
で
る
、
自
然
と
調
和
し

た
の
ど
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
カ
ウ
イ
の
自
然
の
源
は
、
島
の
沿
岸
部

に
広
が
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
あ
り
ま
す
。「
カ

ニ
ク
イ
ザ
ル
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ワ
シ
、
ト
ビ
な
ど

が
生
息
し
て
い
て
、
運
が
よ
け
れ
ば
、
イ
ル
カ

や
カ
ワ
ウ
ソ
に
も
会
え
ま
す
。
こ
こ
に
い
る
と
、

僕
た
ち
人
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
も
の
と

共
存
し
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

ん
で
す
」
と
語
る
の
は
、
ラ
ン
カ
ウ
イ
在
住
16

年
の
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
タ
カ
さ
ん
。
で
は
、

タ
カ
さ
ん
の
案
内
で
、マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
も
っ

と
近
づ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
ヤ
ッ
ク
で
湿
地
帯
の
奥
地
へ

　

桟
橋
に
集
合
し
、
水
上
の
カ
ヤ
ッ
ク
発
着

場
ま
で
ボ
ー
ト
で
移
動
。
そ
こ
で
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
に
着
が
え
た
ら
、
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
こ
み
ま

す
。
タ
カ
さ
ん
の
声
が
け
ど
お
り
に
お
そ
る

お
そ
る
パ
ド
ル
を
動
か
す
と
、
カ
ヤ
ッ
ク
は
素

直
に
前
に
進
み
だ
し
ま
し
た
。

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
生
い
茂
る
水
路
を
す
す

み
、
コ
ウ
モ
リ
の
洞
窟
へ
。
パ
ド
ル
が
水
面
を

は
じ
く
音
が
自
然
の
静
け
さ
に
の
み
込
ま
れ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
時
は
流
れ
、
ふ
と
気
づ

け
ば
、
水
平
線
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
夕
焼
け
に
。

「ランカウイ倶楽部のカヤックツアーは、自然に身
を委ねるのが目的です。ですので、とくにゴールは
決めず、たとえばセミが鳴き始めたら終了のように、
その日の自然と相談してカスタマイズします。また、
カヤックツアーの帰り道、闇夜にキラメクのは満点
の星空。大げさではなく、宝石箱をひっくり返した
ような美しさです。この景色を見せたいです！」

ランカウイ倶楽部　http://langkawiclub.com/
（ツアー例）「カヤック De ジャングル」RM350（約 10,300 円）/ 所要時間　７時間 / 2 名～

ランカウイ倶楽部  石井貴弘さんランカウイで暮らす自然の達人

マレーシアの伝統工芸品や土産物をあつかう 1997
年創業の店。バティックの布や絵画、ピューター製
のマグカップ、天然石のアクセサリーのほか、なま
こ石けん、なまこオイル、なまこクリーム、なまこ
ボディーローション、ココナッツオイルなど、お土
産用の可愛い小物から美容系まで、幅広い商品が
そろう。

Pisang　No.47, Jalan Pandak Mayah 5, Kuah, 07000 Langkawi, Kedah,  Malaysia　
電話：+60-49-611-731 　時間：9:00 ～ 18:00（金曜定休）

ランカウイの伝統を今に伝える雑貨店 Pisang ピサン

ラ
ン
カ
ウ
イ
の

自
然
に
包
ま
れ

生
ま
れ
変
わ
る

力
強
く
命
を
育
む
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、

あ
ら
ゆ
る
生
命
を
つ
な
ぐ
豊
か
な
海
、

真
っ
青
な
大
空
を
優
雅
に
舞
う
ワ
シ
。

自
然
保
護
の
た
め
、
開
発
で
き
る
地
域
は

島
全
体
の
35
％
と
い
う
ラ
ン
カ
ウ
イ
で
、

自
然
の
鼓
動
に
触
れ
る
旅
を
し
た
。
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そ
れ
は
、
た
め
息
が
で
る
ほ
ど
美
し
い
景
色
。

ま
る
で
絵
画
で
し
た
。
水
面
の
ゆ
る
や
か
な

動
き
に
共
鳴
し
て
、
カ
ヤ
ッ
ク
が
静
か
に
揺
れ

て
い
ま
す
。
自
然
の
鼓
動
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
に

し
ば
し
身
を
委
ね
て
い
る
と
、
オ
リ
の
よ
う
に

溜
ま
っ
て
い
た
無
用
な
自
尊
心
が
、
あ
た
た
か

く
溶
け
出
し
、
消
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

ラ
ン
カ
ウ
イ
と
な
ま
こ
　

　

さ
て
、
そ
ん
な
ラ
ン
カ
ウ
イ
の
海
の
恵
み
は
、

人
々
の
生
活
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
な
ま
こ
を
使
っ
た
民
間
療
法
。

な
ま
こ
の
主
成
分
は
、
抗
酸
化
作
用
や
肌
の

潤
い
を
守
る
と
い
わ
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
サ
ポ

ニ
ン
。
マ
レ
ー
シ
ア
土
産
と
し
て
人
気
の
な
ま

こ
石
け
ん
は
、
も
と
も
と
は
ラ
ン
カ
ウ
イ
で
生

ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
の
あ
た
り
の
海
に
は
、
大
昔
か
ら
黄
色

い
な
ま
こ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
薬
効
成
分

を
豊
富
に
含
む
こ
と
か
ら
〝
黄
金
の
な
ま
こ
〟

と
い
わ
れ
、
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
教
え

て
く
れ
た
の
は
、
現
地
の
店
「
ピ
サ
ン
」
と

提
携
し
、
日
本
で
唯
一
、
ラ
ン
カ
ウ
イ
産
の
な

ま
こ
石
け
ん
の
正
規
輸
入
・
販
売
・
展
開
を

手
が
け
て
い
る
常
峰
さ
ん
。
た
と
え
ば
、
お

腹
の
調
子
が
悪
い
と
き
に
服
用
す
る
「
な
ま

こ
水
」、
虫
刺
さ
れ
や
ケ
ガ
の
と
き
に
肌
に
塗

る
「
な
ま
こ
オ
イ
ル
」、
粉
末
の
な
ま
こ
を
加

え
た
「
な
ま
こ
クッ
キ
ー
」
や
「
な
ま
こ
珈
琲
」。

ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
働
き
か
け
る
伝
統
の

子
宮
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
も
な
ま
こ
オ
イ
ル
が
使
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ラ
ン
カ
ウ
イ
の
大
自
然
に
包
ま
れ
て
い
る
と
、

人
間
も
自
然
の
一
部
だ
、
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
人
間
も
自
然
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ン
カ
ウ
イ
が
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

1 ランカウイのシンボル、ワシ。ランカウイの「ラン」は、マレー語でワシの
意味をもつ　２ カヤックツアーで立ち寄るコウモリの洞窟　３ 湾は波がない
ので、初心者でもカヤックを動かすのは簡単　４ ツアーの最後は海にじゃぼ
ん！気持ちいい！ このあと水上コテージで夕食

カヤックでランカウイの自然を満喫

1

3

2

4

日本でなまこ石けんを扱う店

「BAKU インターナショナル」
https://malaysiaselection.com/

日本の輸入許可をクリアしたなまこ石けんを販売。アトピーテスト、アレルギー
テストも実施済み。洗顔後のつっぱりが無いと評判で、なかには「洗顔後の肌
のツルツル感に驚き。今まで顔を洗っていなかったと思ったぐらいスッキリした！」
という感想の人もいる。5 個（各 90g）セットで 6500 円。原材料全てにこだわっ
た日本限定販売のなまこクリーム「namaco BODY エマルジョン」も大人気。

天然の香料を加えたなまこ石けんは、とくに洗顔に
おすすめ。ピンク色はピンクプルメリアの香り付き
で、肌のたるみ、乾燥、シミが気になる人へ、紫
色のラベンダーはニキビや吹き出物が気になる人に
おすすめ。各 7.9 リンギット（M サイズ）。そのほか、
シアバター入り（RM8.9）もある。

石けんの材料をカクハンしながら遠火にかけ、よく混ぜる。次に、なまこ水、
やぎミルク、ココナッツミルクを加え、さらに混ぜる。ていねいにろ過したら、
専用の型に入れて 5 時間。常温で固めて完成。

「ピサン」自社工房でのなまこ石けん作り方

5, 6 万能薬のなまこオイルは、ココナッツオイル、数種のハーブ、なまこを
入れて煮込んだもの。下記の店「ピサン」で販売。RM3（27ml）　7 黄金の
なまこは薬効成分を多く含むため、生で食べると苦い。現地では、生で食べ
る習慣はない　8 冷え性、生理痛、更年期などに効果があるといわれる伝統
の子宮マッサージ。ランカウイのスパで実施中。悪い部分があると痛いが効
き目は抜群！ ハーブスチーム＋子宮マッサージ RM280（90 分）。要予約、問
い合わせは、下記 BAKU インターナショナルの常峰さんまで

ランカウイの人となまこは密接な関係にある

ランカウイは、クアラルンプール
から飛行機で約 1 時間。マレー
半島西海岸に浮かぶ 99 の諸島
のなかのひとつ。伝説がのこる
神秘の島としても知られる。また、
熱帯特有のマングローブ林など、
地質学的に貴重な特徴がある地
域として、2007 年にユネスコの
ジオパークに認定。島全体が免
税特区で、アジア各国のみなら
ず、欧米からの観光客も多い。

ランカウイ

クアラルンプール

5 6

7 8

文・古川 音　写真提供・BAKU インターナショナル、ランカウイ倶楽部、杉生幸久　デザイン・Keiko Murate

WAU Trip - LANGKAWI

9　　｜　　WAU  No.15  Spring 2018



　

木
製
の
浅
い
フ
レ
ー
ム
の
片
側
に
ヤ
ギ
皮
で
で
き

た
面
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
手
で
太
鼓
を
持
ち
、

右
手
で
面
を
叩
き
ま
す
。
コ
ン
パ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

は
、３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
演
奏
し
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
リ

ズ
ム
パ
タ
ー
ン
が
重
な
り
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
全
体
の
リ

ズ
ム
が
生
ま
れ
ま
す
。

 　

現
在
、
コ
ン
パ
ン
は
、
結
婚
式
や
イ
ス
ラ
ム
の
宗

教
行
事
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
の
行
進
、
公
の
催
し

に
お
け
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
到
着
時
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

演
奏
さ
れ
、
そ
の
賑
や
か
さ
で
会
場
の
空
気
を
グ
ッ

と
晴
れ
や
か
な
も
の
に
し
ま
す
。

 

※Hati M
alaysia

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、
コ
ン
パ
ン
の
演
奏
の
様
子
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

情
報
規
制
の
厳
し
い
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
規
制

に
と
ら
わ
れ
ず
に
面
白
い
と
思
っ
た
本
を
公

共
の
場
で
シ
ェ
ア
す
る
「
ブ
ク
・
ジ
ャ
ラ
ナ
ン

(Buku Jalanan)

」
と
い
う
活
動
。
発
起
人

は
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
ジ
ク
リ
・
ラ
ー
マ
ン(Zikri 

Rahm
an)

氏
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
世
界
に

広
が
り
、
現
在
す
で
に
90
以
上
の
国
や
地
域
で

さ
か
ん
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
、

京
都
市
上
京
区
のBAZAAR Cafe

（
バ
ザ
ー

ル
カ
フェ
）
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
面
白
い
本
と
一

緒
に
ジ
ク
リ
氏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
本
を
通
し

て
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
日
本
の
文
化
「
ひ
と

箱
古
本
市
」と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
、当
日
は
、

京
都
で
本
文
化
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
団

体
と
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
。
規
制
の
強

い
国
で
出
版
社
も
経
営
す
る
氏
の
出
版
へ
の
思

い
や
、
本
を
通
し
た
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
作
り
な
ど
、

ジ
ク
リ
氏
の
経
験
談
は
、
本
好
き
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
人
の
心
に
響
く
は
ず
。
ま
た
、
会

場
で
は
落
語
や
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
な
ど
の
日
本

文
化
も
楽
し
め
る
ほ
か
、
こ
の
日
限
り
の
限
定

グ
ル
メ
も
味
わ
え
る
と
か
。
本
を
通
し
た
異
文

化
交
流
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

音
で
訪
ね
る
マ
レ
ー
シ
ア

マレーシアと日本の本の文化交流イベント
 B U K U  J A L A N A N  

ブク・ジャラナン×ひと箱古本市

ブク・ジャラナン by ジクリ・ラーマン×ひと箱古本市
日時：2018 年 5 月 12 日（土）  10:30—17:15
会場：BAZAAR Cafe

ジクリ・ラーマン含め、ジョン・ササキ、クララ・ヴェニス、武
谷 大 介、 東 野 雄 樹 など各 国から招 聘されたアーティストの
作 品 も ANEWAL Gallery や 現 代 美 術 製 作 所 な ど 上 京 区
内 各 所 に て 発 表 予 定。４月 下 旬 ～５月 上 旬。 
詳細は ANEWAL Gallery の HP にて随時公開。
http://gallery.anewal.net

①定期的に月に２回開催されているＫＬのブク・ジャラナンの様子。 
②交換会や読書会に繰り出される書籍は寄付によって集められている。 
③４周年記念イベントではＫＬの街角にインスタレーションも展示。 
④繰り広げられる公開討論に参加するジクリ氏（左より２人目）。

文・写真　上原亜季 Aki Uehara (Mutiara Arts Production)

文・TAN JC　写真提供・Buku Jalanan

多
民
族
国
家
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
様
々
な
伝

統
芸
能
や
音
楽
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的

な
楽
器
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
マ
レ
ー
系
の
伝

統
楽
器
「
コ
ン
パ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

遠
く
か
ら
近
づ
い
て
く
る
太
鼓
の
音
、
近
く
に

迫
っ
て
く
る
と
体
中
に
音
が
響
き
わ
た
り
、
胸
が

高
鳴
り
ま
す
。
複
数
人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
さ

れ
る
片
面
太
鼓
「
コ
ン
パ
ン
（Kom

pang

）」
は
、

13
世
紀
頃
、
ア
ラ
ブ
商
人
ら
に
よ
っ
て
中
東
か
ら
現

在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
半
島
に
も
た
ら
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ラ
ー
の
神
や
預
言
者

ム
ハ
ン
マ
ド
を
讃
え
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
詩
や
歌
の
伴

奏
な
ど
に
使
わ
れ
、
マ
レ
ー
人
ら
を
魅
了
し
た
の
で

し
ょ
う
。

 コ
ラ
ム
　

C
olum

n

第2回

#2

Art by the Art

④

③ ② ①

WAU  No.15  Spring 2018　　｜　　10



私たち Hati Malaysia は、上原亜季（マレーシアほか東南アジア伝統
芸能コーディネーター）、髙塚利恵（映画・映像プロデューサー）、古川
音（マレーシア料理愛好家／ライター）の３人メンバーからなる、エ
キスパート集団です。マレーシア文化通信フリーペーパー＜ WAU 

（ワウ）＞の編集発行、マレーシア文化講座（芸能・映画・ごはん）
の講師、そのほかイベントや現地ごはんツアー等を企画、開催しています。
また、ＷＡＵにて取材してほしい、取り上げてほしい題材があれば、どう
ぞお気軽にご連絡ください。　Email : info@hatimalaysia.com

Hati Malaysia

ムティアラ・アーツ・プロダクション代表。
AFS 生として一年間マレーシア の高校
に留学。Universiti Sains Malaysia の
大学院にてマレーシア の伝統芸能の研
究を行い、修士号取得。国際文化会館
勤務を経て、現職。東南アジア芸能コー
ディネート、イベント企画・制作、記事
執筆、マレー語通訳・翻訳。
mutiaraarts.pro

上原 亜季
Aki Uehara

映像プロダクション、株式会社オッド
ピクチャーズ代表。インディペンデント
映画プロデューサー。日本国内にて映
像によるプロモーションの企画、撮影。
マレーシアの映像制作プロダクション

（ODD PICTURES MALAYSIA） と 連 携
した映像・映画製作など。
株式会社オッドピクチャーズ
odd-pictures.asia

髙塚 利恵
Rie Takatsuka

編集ライター。首都クアラルンプール
に４年 滞 在した 経 験 を 活 かし、 「All 
About」や「CREA」ウェブサイトにてマ
レーシアの記事を執筆。 また「マレーシ
アごはんの会」にてイベントや料理教室
を主催。昨年念願の著書『ナシレマッ！』
を発刊。現地ごはんツアーも開催。
マレーシアごはんの会 
malaysianfood.org

古川 音
Oto Furukawa

デザイナー、現代アート作家。ジョ
ホール出身、96 年来日。山形の東
北芸術工科大学映像専攻卒、京都
精華大学芸術学博士課程出身。京
都を拠点に国内外にてメディアアー
トを中心にクリエイティブ活動中。
創刊号から『WAU』アートディレクショ
ンを担当。
tanjc.net

陳 維錚
TAN JC

Editors (Hati Malaysia)

マ
レ
ー
シア

・ボ
ルネオ地域専門旅行

会
社

http://mrcj.jp
東京都知事登録旅行業3-5248号

（株）エムアールシージャパン

マレーシアリゾートクラブ創立３３年の豊富な実績と知識で、
お客様の希望をサポート。また、訪日
観光客向けの日本国内ツアー、観光
バスなどのサービスも行っています。
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released a book NASI LEMAK

『ナシレマッ！』本、
出版しました！

マレーシアの国民食「ナシレマッ」とは？
ナシレマというひとつの料理から、
マレーシアの多様な食文化の神髄に迫る！ 
「語りたいナシレマッ」の章では、料理研究家のコウケンテツさんをは
じめ、ナシレマッ好きの方にインタビュー。また、マレーシア人シェフ
によるレシピ公開、ナシレマッが食べられるお店紹介（日本、マレーシア）
まで。これを読めば、あなたもすぐにナシレマッ通！

五反田「チキンダイニング ちりばり」／池袋「マレーチャン」／浜松町「ペナンレストラン」／荻窪「馬来風光美食」／渋谷・横浜「マレー
アジアンクイジーン」 ／八丁堀「マレーカンポン」／大塚「ラムリ」／大阪「ケニーアジア」／静岡「アジアンダイニングキッチン 韻彩」など

「
ナ
シ
レ
マ
ッ
の
本
を
書
い
て
い
た
ら
、

私
の
心
に
あ
る
〝
ナ
シ
レ
マ
ッ
〞
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

家
族
が
好
み
、
幼
い
こ
ろ
よ
く
食
べ
、

け
っ
し
て
派
手
な
料
理
で
は
な
い
け
れ
ど
、
思
い
出
す
と
、

ふ
っ
と
肩
の
力
が
抜
け
る
、
あ
の
ご
は
ん
。

き
っ
と
〝
ナ
シ
レ
マ
ッ
〞
は
誰
の
心
の
中
に
も
あ
る
の
で
す
。

そ
の
小
さ
な
味
が
、
今
の
あ
な
た
を
勇
気
づ
け
て
い
る
の
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　   （
古
川
音
）

Very proud of our friend, 
Oto Furukawa for this fantastic book about nasi lemak. 
It’ll be hot (selling) like sambal.（J さん）

シンプルなメニューを
こんなに深く掘り下げる
取材力がすごい！（Tさん）

危険な本ですね、カバーを見るだけで腹が減る……（Sさん）

『ナシレマッ！』 日本語　著者：古川音 （Oto Furukawa,  Malaysia Gohan Kai）　編集協力：ferment books 　A5版変形／98ページ／1400円＋税

マ
レ
ー
シ
ア
人
は
、
ナ
シ
レ
マ
ッ
が
と
て
も
好
き
だ
。
毎
日
食
べ
る
人
も
い
る
。

複
数
の
民
族
が
と
も
に
暮
ら
す
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
民
族
ご
と
に
伝
統
の
味
が
あ
り
、

宗
教
に
よ
っ
て
食
事
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ナ
シ
レ
マ
ッ
は
、

民
族
を
越
え
、
世
代
を
超
え
、
エ
リ
ア
を
ま
た
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
好
ま
れ
、

そ
し
て
昔
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
姿
で
今
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
こ
う
い
う
。

「
な
ぜ
ナ
シ
レ
マ
ッ
が
好
き
か
っ
て
？ 

そ
れ
は
僕
が
マ
レ
ー
シ
ア
人
だ
か
ら
さ
」
と
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
文
よ
り
抜
粋
）

・さまざまな味、いろんな食感を
混ぜることを好むマレーシア人。
個性の異なる具をミックスして
食べるナシレマッは、多民族が
ともに暮らすマレーシアそのも
のである。

・調理人の民族を問わず、店舗設
備のよしあしを問わず、まっと
うな実力主義でナシレマッ店の
評価は決まる。それは、マレー
シア人の食にたいするモットー。

なぜ、
ナシレマッなのか。

読者の声

日本でもここで、ナシレマッが食べられます！

ナシレマッの魅力と美味しさがぎゅっと詰まった一冊です。
この本を通して、マレーシアの食文化や人々の生活が
感じられたような気がします。また先日、
マレーシアからの留学生とお話をする機会がありました。
言葉はうまく伝わらないですが、この「ナシレマッ」本の画像が
打ち解け合うきっかけに。ナシレマッが恋しい留学生に、
都内でナシレマッを食べることができるお店を紹介しました。
喜ぶ姿をみると、本当に「ナシレマッ」が国民食であることを
実感しました。（Tさん）

究極にポジティブなエネルギーと
そして何よりも深い、深いマレーシア愛を合わせ持った
音さんだからこそできた素晴らしい本だと思います！ 
私のインドネシアのナシルマッ
（インドネシアだとこの発音に近い。ナシ・ウドックともいう）の
写真と情報も載っています。
ナシレマッはみんな大好きな国民食！
ナシレマッにまつわる色々なストーリーと
レシピも楽しい。
本当に良い本です。皆さま是非！（Aさん）

●販売場所： 中国・アジア専門書店「内山書店」、レストラン「マレーアジアンクイジーン渋谷店」（東京）、「cafe room basisA」（東京）、「KENNYasia」（大阪）など。Amazon、直販もあり。

問い合わせ先　www.malaysianfood.org　oto@malaysianfood.org

本の内容はまさに私たちマレーシア人の思いを代弁していると思います。（Lさん）

※詳しい情報はWebへ！　

マレーシアごはんの会 検  索

後
援

: 駐
日

マ
レ

ー
シ

ア
大

使
館

、
日

本
マ

レ
ー

シ
ア

協
会
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